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松江市社会福祉審議会 障がい者福祉専門分科会 開催概要 

 

○令和５年度第 4回 障がい者福祉専門分科会 

１．開催日時等 

日時 令和 6 年 3 月 11 日（月） 19:00～  市役所本館西棟 3F 第２常任委員会室 

２．議事概要 

（１）第７期松江市障がい福祉計画、第３期障がい児福祉計画（最終案）について 

 ・寄せられたパブリックコメント及び回答案を説明。（計画に関する意見４件、計画以外の意見 10 件） 

 ・計画の最終案として、前回案の主な修正点、策定スケジュールを説明。 

   →計画最終案について了解を得た。 

（２）各種連携会議、検討チーム会議の状況 

 ・障がい者福祉専門分科会の下部会議の実施状況を報告。 

（３）その他 

 ・手話言語条例策定に向けての進捗状況を報告 

 

○令和 6年度第 1回 障がい者福祉専門分科会 

１．開催日時等 

日時 令和 6 年 7 月 1 日（月） 19:00～  市役所本館西棟 3F 第２常任委員会室 

２．委員の改選 

   正副分科会長選出 ： 分科会長…京委員、副分科会長…奥村委員 

３．議事概要 

（1）自立支援協議会に係る障害者総合支援法改正のポイント 

 ・協議会で知り得た個人情報等の守秘義務などについて説明。 

（2）令和 5年度（第 6期障がい福祉計画・第 2期障がい児福祉計画期間）の各種サービス事業実績報告 

 ・令和５年度のサービス給付等の実績を報告。 

（3）検討チーム会議等の状況報告 

・障がい者福祉専門分科会の下部会議の実施状況を報告。 

（4）地域生活支援拠点の検討状況報告 

 ・市で構築を進めている地域生活支援拠点の検討状況を報告。 

（5）手話言語条例の制定について 

 ・手話言語条例案の概要を説明 

（6）日中サービス支援型グループホームの実施状況等について（非公開） 

 ・市内に設置済の当該施設の運用状況や、新設予定の当該施設の運営について、分科会意見案を説明し 

了承を得た。 

４．その他 

 ・【報告】国の地域生活支援事業補助金実施要綱の改正について 

  －国要綱改正に伴う相談支援事業に係る補助金減及び体制の見直しについて報告。 
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令和６年度 第１回 松江市社会福祉審議会児童福祉専門分科会 

 

１ 日 時 令和６年５月２９日（水） 15時 30分～17時 30分 

２ 場 所 松江市役所西棟５階防災センター 

３ 出席者  

 （１）委 員（８名／１２名中） 

高橋 泰道委員（分科会長）、岡田 志恵美委員、武田 信子委員、長岡 和志委員 

畠山 直文委員、福井 均子委員、福島 喜美子委員、藤原 みえ子委員 

 

 （２）事務局 

玉木こども子育て部長、峯こども子育て部次長、藤原教育委員会副教育長、川上教育委

員会副教育長、岸本健康福祉部次長、大谷教育委員会次長、加納教育委員会次長、玉木

経済部次長、池田こども政策課長、花形保育所幼稚園課長、毛利子育て給付課長、後藤

学校教育課長、川島障がい者福祉課長、石倉家庭相談課長、岸本保健福祉総合センター

長、奥原生徒指導相談室長、池田人権男女共同参画課長、狩野生活福祉課長、山本発達・

教育相談支援センター所長、持田こども政策課保育指導官、原田こども政策課こども政

策係長、林こども政策課安心子育て係長、椋本保育所幼稚園課運営係長、 

中島こども政策課こども政策係副主任、清柳こども政策課こども政策係副主任 

 

４ 議事 

（１）第２期松江市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 

（２）松江市「子ども・子育て支援制度ニーズ調査結果報告書」について 

（３）特定教育・保育施設の利用定員について 

 

５ その他 

（１） 第３期松江市子ども・子育て支援事業計画について 

   

６ 議事の要旨 

（１） 事務局から、全体的な評価として、新型コロナウイルスが５類に移行したことに伴い

各種サービスの利用者や、研修等の参加者が徐々に回復傾向にあることを報告。その

他各事業についての詳細を一部抜粋して報告がなされた。 

委員から、評価が「△」であった事業について詳細の確認や、ヤングケアラーの子ど

も達を見逃さないようスクールソーシャルワーカーの配置をできるだけ多くしてほ

しい旨の意見、市内のヤングケアラーについての実態確認、学校を通してできる支援

について考えてほしい旨の意見等があった。 

 

（２） 事務局から、報告書より「保護者の就労状況」「平日の定期的な教育保育事業の利用状

況」「幼稚園や保育所等への通園以外の子育て支援の利用状況」「こども誰でも通園制

度（仮称）」「病気やケガで通園できなかったこと」「放課後児童クラブの利用希望」「育



 

３ 
 

児休業の取得状況」等について抜粋して報告がなされた。 

 

     委員より、調査結果をふまえた今後の課題の確認、調査結果や自由記述の意見を参考

に、「子ども・子育て支援事業計画」の内容や評価も、利用者（こども・保護者）の視

点に立って計画、評価を行ってほしい旨の意見、こどもに遊び場を提供してほしい旨

の意見、障がい児に関わる支援の要望、放課後児童クラブについて今後の方針の確認

等があった。 

 

（３） 事務局から、市立城東保育所の利用定員の変更について説明がなされた。今回の利用

定員の変更は実態に合わせたものであり、在籍している児童は継続して預かり不利益

が生じないことを確認済みである。 

 

７ その他の要旨 

（１）事務局から、第３期松江市子ども・子育て支援事業計画を、市町村こども計画と一体的

なものとして策定していくこと、策定に係る今後のスケジュールについて説明がなされた。 

 

８ 所管課等 

  松江市こども子育て部こども政策課こども政策係   電話５５－５６６６ 
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令和６年度 第２回 松江市社会福祉審議会児童福祉専門分科会 

 

１ 日 時 令和６年８月１日（木） 10時 00分～12時 00分 

２ 場 所 松江市役所西棟５階防災センター 

３ 出席者  

 （１）委 員（８名／１２名中） 

高橋 泰道委員（分科会長）、岡田 志恵美委員、杉谷 洋美委員、武田 信子委員 

長岡 和志委員、畠山 直文委員、福島 喜美子委員、藤原 みえ子委員 

 

 （２）事務局 

玉木こども子育て部長、峯こども子育て部次長、藤原教育委員会副教育長、川上教育委

員会副教育長、岸本健康福祉部次長、大谷教育委員会次長、加納教育委員会次長、池田

こども政策課長、花形保育所幼稚園課長、毛利子育て給付課長、後藤学校教育課長、川

島障がい者福祉課長、石倉家庭相談課長、岸本保健福祉総合センター長、奥原生徒指導

相談室長、池田人権男女共同参画課長、狩野生活福祉課長、宍道発達・教育相談支援セ

ンター調整官、持田こども政策課保育指導官、門脇定住企業立地推進課定住雇用推進係

長、原田こども政策課こども政策係長、林こども政策課安心子育て係長、清柳こども政

策課こども政策係副主任 

 

４ 議事 

（１）（仮称）松江市こども計画の骨子について 

（２）こども・若者への意見聴取について 

（３）特定教育・保育施設の利用定員について 

   

５ 議事の要旨 

（１） 事務局から、（仮称）松江市こども計画の骨子について、国のこども大綱の重要事項や、

島根県のこども計画の骨子と合わせて説明がなされた。 

委員から、松江らしさを計画にも出していってほしい旨の意見、「地域の教育力」のた

めにも人材育成が大事であるという旨の意見、共働き家庭が多い現状に合った居場所

づくりをしてほしい旨の意見等があった。また、基本理念の案に対する印象・意見を

伺った。 

 

（２） 事務局から、「こども・若者の意見聴取」について、その内容やスケジュールの説明が

なされた。 

     委員より、周知の方法の確認や、設問に対するご意見、聴取した意見をどう活用して

いく予定であるかの確認があった。 

 

（３） 事務局から、みつき古志原保育園、坪内学園附属認定こども園の利用定員の変更につ
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いて説明がなされた。今回の利用定員の変更は実態に合わせたものであり、在籍して

いる児童は継続して預かり不利益が生じないことを確認済みである。 

 

６ 所管課等 

  松江市こども子育て部こども政策課こども政策係   電話５５－５６６６ 

 

 

 


